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JA厚生連の概要と健康増進活動の取組み
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Ⅰ ＪＡ厚生連の概要
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１．ＪＡ厚生事業の主な事業活動

ＪＡ厚生連は各都道県郡におい
て、病院・診療所の医療施設を設
置・運営しています。
また、疾病の予防・早期発見の
ための健康診断や健康の維持・
増進のための健康相談・栄養指
導等の保健事業、介護老人保健
施設等による施設サービスや訪
問看護等の在宅サービスの実施
など、介護を必要とする高齢者に
対する高齢者福祉事業を行って
います。



はじまり

• 大正8年（1919年）11月「窮乏している農村地域の無医地区の解消と低廉な

医療供給」を目的に、島根県鹿足郡青原村の信用購買販売生産組合が医療事

業の兼営を開始

厚生連の

設立

• 昭和23年（1948年） 農業会が解散、農協法のもとで厚生連が事業を継承

公的医療
機関の
指定

• 昭和26年（1951年） 公的医療機関の指定を受ける

法人税

非課税

• 昭和59年（1984年） 会員厚生連の行う医療保健業について、一定の要件の

下に法人税非課税となる

老人福祉

法改正

• 平成19年（2007年） JA厚生連による特別養護老人ホームの設置・運営が可

能となる
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２．ＪＡ厚生事業の沿革
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【参考】公的医療機関

•公的医療機関は、医療法第31条において、次の者が開設する医療機

関とされている。

•公的医療機関は、「戦後、医療機関の計画的整備を図るにあたり、国

民に必要な医療を確保するとともに、医療の向上を進めるための中核」

としての役割を担うものとされ、また、公的医療機関は、「医療のみなら

ず保健、予防、医療関係者の養成、へき地における医療等一般の医

療機関に期待することのできない業務を積極的に行い、これらを一体

的に運営」するという特徴を有する。 ※「」部分は医療法コメンタールより抜粋

都道府県、市町村、地方公共団体の組合、国民健康保険団体連合会及び国民健康保険組合、
日本赤十字社、社会福祉法人恩賜財団済生会、厚生農業協同組合連合会、社会福祉法人北
海道社会事業協会
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【参考】ＪＡ厚生連の特色（立地）

※2020年3月31日現在

• ＪＡ厚生連病院は、43.8％が人口５万人未満の市町村に立地し

ており、農山村地域の医療の確保に貢献している。



【参考】法人税非課税措置
（医療保健業に関する法人税率）

種類 法人名 税率

公共法人
（法別表１）

○地方公共団体
○地方独立行政法人
国立大学法人 など

非課税
（法第４第２項）

公益法人等
（法別表２）

○日本赤十字社
○社会福祉法人
学校法人

○要件を満たす特定の厚生連
社会医療法人 など

行う医療保健業は
非課税

法第４条第１項
令第５条第１項29号

協同組合等
（法別表３）

○厚生連
生協 など

19％
（法第66条第３項）

普通法人

特定医療法人（租税法第67条の
２）

19％

医療法人
23.9％

（法第66条第１項）

○印は公的医療機関に指定されている開設者
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本来、医療保健業は収益事業として課税され
るが、厚生連の事業が収益事業に該当しない
ことについての

財務大臣の承認（５年ごと）

法人税法別表第２（公益法人等）の法人にな
るための

財務大臣の指定
（これにより、収益事業以外は非課税となる）

【指定要件】
① 公的医療機関に指定

② 出資配当禁止（定款に明記）

③ 残余財産が国等に帰属（定款に明記）

④ 医療保健業・老人福祉事業のみを実施
（定款に明記）

【承認要件】
① 診療報酬が低額（原則、健康保険の範囲内）

② 診療水準が一定以上

③ 看護師養成所等の設置

④ 医療に関する法令違反がないこと

これ以外は、附帯事業も含め厳しく制限（病院内の食堂・売店などに限定）

【参考】公的医療機関である厚生連が非課税措置を
受けるための要件
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３．ＪＡ厚生連の施設・従業員の現況
JA厚生連は、組合員および地域住民が日々健やかに生活ができるように
保健・医療・高齢者福祉サービスの提供を通じて、地域社会の発展に貢献
します。

○ 病院を持つ医療事業厚生連 22厚生連

○ 主に健康増進活動を行う健康管理厚生連 12厚生連



Ⅱ ＪＡ厚生連における健康増進活動

10



11

１．JA山梨厚生連
「つなげる、やさしさ。」健診・人間ドック体験記コンクール

優秀作品賞「検診と献身」（抜粋）

今や二人に一人ががんにかかり、
四人に一人ががんで亡くなる時代。
自分がその「一」になる可能性は大
いにあるし、その「一」の家族にな
る可能性は、もっと、ある。大切な
人が傷つくことは、その家族が傷つ
き、その人と共にあった暮らしが傷
つくことを意味する。だからこそ日
頃から自分の身体に関心を持つこと
は重要である。
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２．JA山梨厚生連

山梨県厚生連健康管理センター管理栄養士考案のランチを提供
している。素材と味にこだわりながらも塩分量やカロリーに配慮
した健康メニューとなっている。
食材については地元JAと連携している。
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３．JA神奈川県厚生連
健康管理センターあつぎの広報担当がオプション検査の選びやす

さ、関心を高める等を目的に年２回情報発信している。
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４．JA三重厚生連

JA三重厚生連は松坂中央総
合病院、鈴鹿中央総合病院、菰
野厚生病院、いなべ総合病院で
JA共済連三重とタイアップし
た「健康活動推進 人間ドッ
ク ー 健活ドック ー 」を行っ
ている。

県内JA組合員や退職後のシ
ニア層など日頃人間ドックを受
ける機会が少ない人を対象に、
総合健診を受けることができる。
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ＪＡ組合員の「健康・長寿」を応援するため、ＪＡ直売所出荷登録者を
対象に３Ｂ健診を無料で実施している。

【３Ｂ健診とは】

「認知症や物忘れ、動脈硬化による脳梗塞や心筋梗塞、

転倒骨折による寝たきり等」の予防を目的に実施しています。

１日６０人を上限とし、当日の検査結果表提供や、保健師

が保健指導を行っている。 骨密度検査

認知症検査

血圧脈波検査

３Ｂ

Ｂｏｎｅ（骨）

Ｂｒａｉｎ（脳）

Ｂｌｏｏｄ pressure（血圧）

５．JA兵庫厚生連
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６．JA愛媛厚生連
人間ドックの助成を行っている市町村と連携し、独自のリー

フレットを作成し、受診者確保に努めている。

リーフレットについては行政と内容を打合せし、JA愛媛厚生
連にて作成している。

※八幡浜市リーフレット ※今治市リーフレット



Ⅱ 第４期特定健診・特定保健指導の

見直しに向けて
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１．特定健診・特定保健指導の概要

※厚生労働省「第１回第４期特定健診・特定保健指導の見直しに関する検討会」資料より抜粋
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２．特定健診の概要

※厚生労働省「第１回第４期特定健診・特定保健指導の見直しに関する検討会」資料より抜粋
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３．特定保健指導の概要

※厚生労働省「第１回第４期特定健診・特定保健指導の見直しに関する検討会」資料より抜粋
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４．特定健診受診者数・受診率の推移

※厚生労働省「特定健診・特定保健指導の効率的・効果的な実施方法等に関する資料」より抜粋
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５．第４期特定健診・特定保健指導の目標

※厚生労働省「特定健診・特定保健指導の効率的・効果的な実施方法等に関する資料」より抜粋
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６．第４期に向けて【見直しの概要】

※厚生労働省「特定健診・特定保健指導の健康増進に係る科学的な知見を踏まえた技術的事項に関する
資料」より抜粋
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６．第４期に向けて【質問項目の見直し ①】

※厚生労働省「特定健診・特定保健指導の健康増進に係る科学的な知見を踏まえた技術的事項に関する
資料」より抜粋
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６．第４期に向けて【質問項目の見直し ②】

※厚生労働省「特定健診・特定保健指導の健康増進に係る科学的な知見を踏まえた技術的事項に関する
資料」より抜粋
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６．第４期に向けて【質問項目の見直し ③】

※厚生労働省「特定健診・特定保健指導の健康増進に係る科学的な知見を踏まえた技術的事項に関する
資料」より抜粋
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６．第４期に向けて【健診項目の見直し ①】

※厚生労働省「特定健診・特定保健指導の健康増進に係る科学的な知見を踏まえた技術的事項に関する
資料」より抜粋
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６．第４期に向けて【健診項目の見直し ②】

※厚生労働省「特定健診・特定保健指導の健康増進に係る科学的な知見を踏まえた技術的事項に関する
資料」より抜粋
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６．第４期に向けて【特定保健指導の見直し ①】

※厚生労働省「特定健診・特定保健指導の効率的・効果的な実施方法等に関する資料」より抜粋
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６．第４期に向けて【特定保健指導の見直し ②】

※厚生労働省「特定健診・特定保健指導の効率的・効果的な実施方法等に関する資料」より抜粋



Ⅲ ＪＡ全厚連の取組み
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令和４年３月、日本郵政グループより令和５年度の人間ドック受
診対象者が増加することから、厚生連の受入施設を増やしたいと
の依頼があり、各厚生連に協力依頼を行った。
その結果、58施設（新規28施設含む）が郵政と契約を締結し、
人間ドックを受け入れることとなった。
なお、令和４年度郵政と契約している施設において、2,695名が
健診を受診している（令和４年12月13日現在）。

※日本郵政コーポレートサービス㈱提供資料

令和４年度 令和５年度 増加数

施設数 31 ※1 58 27

定員数 3,305 15,941
＋制限なし※2

12,636
＋制限なし※2

※1 以前から郵政と契約をしていた施設の数
※2 「制限なし」は受入定員の上限数を設けていない８施設

表 厚生連における郵政との契約施設・定員数

１．郵政グループとの連携
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２．JA全青協主催WEBセミナー
JA全青協では、幅広く農業関連の制度や営農等に関する知識を深め
ていくことを目的に、月１回WEBセミナーを開催している。

本会では、令和４年８月22日に、JA愛知
厚生連の協力のもと、「健康（健診受診）の
大切さ」や「JA厚生連の概要」をJA全青協
に紹介した。

※JA愛知厚生連配布資料
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３．健診取組連絡会開催

○ 日 時：令和５年３月27日（月） 13：30
○ 場 所：Web開催（Zoom）
○ プログラム
・ 講 演
「ナッジ理論を活用した検診受診・保健指導の働きかけ
について」（仮）
講 師：株式会社キャンサースキャン

・ 情報交換
テーマ① 「健診受診率向上の取組みについて」

（主に事務職を想定）
テーマ② 「保健指導の取組みについて」

（主に保健師・看護師・管理栄養士を想定）
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４．健康管理厚生連活動推進検討会開催

（１）目的
健康増進活動の課題を解決するため、PDCAサイクルを活用し、
対応策の立案・取組の追跡・評価を行う。

（２）令和４年度テーマ 「受診者拡大への取組（事業推進先別取組）」

（３）日程・取組内容
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〇 主な立案した取組
① 高齢者に特化した健診メニューの提案。
② 地元JAおよび連合会の協力のもと、新規企業の開拓を行う。
③ メッセージ性の高い受診勧奨リーフレットの配布。
④ 担い手ドックの実施後のPRについて検討する。
等

〇 取組結果
① 高齢者に特化した人間ドックを自治体に提案、令和５年度より実施
予定、詳細な検査項目は調整中。

② 令和５年度から、JAからの紹介により事業所（約1,500名）の新規
受託が決定した。

③ 協会けんぽと連携し、被扶養者に案内文書を送付。約１割が受診。
④ JAの広報誌、TAC通信、農業新聞への掲載を推進した。
ホームページへのドック実施状況の掲載を検討する。

等
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５．JA共済との連携「げんきなカラダプロジェクト」

JA共済がすすめる健康増進活動の
サポートプロジェクトである「げんきなカ
ラダプロジェクト」に
① 健康診断・人間ドック実施厚生連
の紹介
※すべての厚生連が掲載

② 認知症に関する検査等の取扱い
厚生連施設
※検査実施厚生連が掲載

③ JA厚生連の取組を紹介する
「健康コラム」を掲載し、健康増進
活動を身近に感じてもらえるよう、
情報発信の実施。
※鹿児島県・山梨県・愛媛県・
神奈川県・兵庫県・愛知県・
富山県厚生連が掲載



ご清聴ありがとうございました。
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